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１： 目的 

 スイス、チューリヒ所在のエグリフィッシャー社の依頼により、スイス、デューベンドルフ市 所在

のスイス連邦材料試験所（ＥＭＰＡ）は、ポリアミド製 ＣＬＩＣパイプクランプの、荷重状態での動的振

動疲労試験、及び試験後の強度変化の確認実験を実施した。 

依頼人の伝える所によると、ＣＬＩＣパイプクランプはトンネル内の通信ケーブルの支持に使用されて

いるとの事である。 

 

 

２： 試験手順 

 

２．１ 疲労試験 

 疲労試験の荷重に関するデータは、ドイツ所在のアンドリュウ通信システム株式会社(ANDREW 

Kommunikationssysteme AG）の依頼によりドイツ鉄道 ( DB AG: Deutsche Bahn ) が実施した空力学

の実験から得られた。 

 この実験では、ＣＬＩＣパイプクランプのような、通信ケーブルの支持部材にかかる荷重は、通過

する列車がもたらす空気の流れにより下記のように算出される。 

 

 Ｐ：   ＝1.244 kg*/m＾3  空気密度 気圧１４７０Ｐａ下 による 

 Ａ＝Ｌ*D：  ＝0.041m＾2   ケーブル面積 

 Ｌ：   ＝1m    ケーブル支持金具の間隔 

 Ｄ：   ＝0.041m   ケーブル断面直径 （訳注：CLIC-40 を使用） 

 Ｖ：   ＝49 m/s   空気速度 

 Ｃｄ：   ＝0.33   空力学係数 

 

 動力学的安全係数を６[1]として、動荷重は 

 

 Ｆdyn = 0.5 * P * A * V 2 * Cd * 6 = 121.2 N. [1]  (1) 

 

 この力は振幅荷重（ load amplitude ）と考えられる。 

動荷重を減衰されると考えられる摩擦は考慮されていない。 

 

通信ケーブル１メートルの長さの物の重量は 1,033g  

この結果、追加される静荷重は： 

 

 Ｆstat = 1.033 * 9.81 = 10.13N      (2) 

 

 この荷重値は動荷重に対するオフセットした荷重として用いられる。 

 変動荷重の周期は４Ｈｚ 

 荷重変動の回数は２００万回 

 最初のサンプル( test1 )は取り付け方向に固定（図２：fig. 2） 

 ２番目のサンプル( test2 )は垂直方向に固定（図３：fig. 3） 

 

 ２番目の試験はパイプクランプの保持力の確認のために実施された。 

 

 疲労試験は使用試験機： Insron 1273 ( 1000 N 荷重センサー SOP-No. A-5070 を装着 ) 

によりなされた。 

 サンプル１の試験は６月１５日に開始、サンプル２は６月２５日に開始され、それぞれの 

試験は約８.５日を要した。 環境温度は２３℃、環境湿度は５０％。 

     



 
 Ａｂｂ．１ 疲労試験の荷重変動表 

 

 

２．２ 静止破壊（破裂）試験 

 

 ２００５年５月３１日、３個の未使用の試験物（パイプクランプ）を使用し、耐荷重の測定を実施し

た。 

 

 試験は使用試験機： Instron 1273 荷重センサー（最大荷重２５kN）SOP-No-A-4031 を装着 

（図４） 

 

 前述の疲労試験の後、パイプクランプは、残りの対応力を試験するために、不良になるまで（破

壊するまで）（原文では Fatigure test （疲労試験）とあるが、Static rupture test （静止破壊試験）試験

をした。 

 

 この試験は試験機： Zwick / Z010, ID 32782 荷重センサー（最大荷重 10 kN）、SOP-No. 

A-5050 を使用した。 

 

静止破壊試験の変形レートは、５mm /分で実施された。 

 

 

３ 試験結果 

 

 最初のパイプクランプ（図２： fig. 2 ）は３百万回の荷重変動を加えられた。 

その後の静止破壊試験 （図５、６： fig. 5, 6 ）では残留対応力 1.57 kN を示した。 

 

 ２番目のパイプクランプ、９０度取り付け方向をシフトした物 （図３： fig. 3 ）は、２９０万回の荷

重変動を加えられた。 

その後の静止破壊試験 （図７： fig. 7 ）では残留対応力 1.84 kN を示した。 

 

 疲労試験の後、製品には、ポリアミド製品に共通の疲労現象である、白化現象は視認されなか

った。 

 

 静止破壊試験の３個のパイプクランプは、取り付け方向に固定され、疲労試験はあらかじめ加

えられていない状態での破壊までの最大応力は： 

 

  サンプル３：   1.38 kN 

  サンプル４：   1.39 kN 

  サンプル５：   1.56 kN 



 

  前述３個の平均は 1.44 kN 

 

 この平均値は残留対応力の試験１の 1.57 kN よりわずかに下の値を示している。 

この点から、ＣＬＩＣパイプクランプは長期にわたる（３百万回）荷重変動による疲労を示していない事

が示される。 

このことは、目視による、プラスティック部材の変色現象が確認されなかった事からも、裏付けられる。 
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以下 第５頁の図板説明 

 

 

図２： fig. 2:  疲労試験     試験機 Instron サンプル１ 

 

 

図３： fig. 3:  疲労試験 ９０度縦方向 試験機 Instron サンプル２ 

 

 

図４： fig. 4:  静止破壊試験   試験機 Instron サンプル３ 疲労試験無し 

 

 

図５： fig 5:  静止破壊試験   試験機 Zwick サンプル１ 疲労試験後 

 

 

図６： fig. 6:  サンプル１ 静止破壊試験後 

 

 

図７： fig. 7:  静止破壊試験 ９０度縦方向取り付け  サンプル２ 疲労試験後 

 

   注：サンプルは CLIC-40 を使用 


